昭和十年九月二十四日の別府海岸浪害 by 野滿, 隆治 et al.
Title昭和十年九月廿四日の別府海岸浪害
Author(s)野滿, 隆治; 山下, 馨; 瀨野, 錦藏



































刻l ~は距離 300 -400米の内陸
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冷北に取 り， 6時頃よ 'J更に北西西に碑じ日向ド1二近よ れ， 8時頃には東僅 1320附近に
達して絃tこ再び北進し，緩々と豊後水道ぞ抜け，25日朝漸く岡山附近から中I靖之台横断し日




(l ¥ "守木滋 4 ・特異なる険風二例 ，服用物理第乃谷第9披 1頁。
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第 1表 別府海岸 の 激浪 の i白1 さ
第 民 |口絡|第 1国|第7闘|抑困|第9困|省
~__j_l~と_I b l_ala l al叫竺|防波堤|南埋立










































































































































第 2表 Fetchた定むるに必要な各地の風向 附最大風法
地 名 松
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Stevenson 式の奥Jふ、る値と Bo閃er尽ge叩n 式による値の中間にあつて，確カか、に此の波が上記































(4) T. Nomitsu: Surface FJuct凶 tionof Lake Biwa caused by Muroto Typhoon; Mem. 
Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. Vol. I6 (I935)， pp. 225-226. 
(5) D. W. Johnson: Shore Processes and Shore.line Development (C9I9)， p・33・










(ii) 松山は風向 E大分は NEで，風蓮は共に 17m/sであったから，別府風速の僅
か 8m/sなるは其の風上に常る園東半島峻嶺の遮蔽作用によるものと判断されること。
(iめ松山から別府濁に至る伊橡灘を Fetchとした波高の上限ぞ Stevenson式で下限
を Boergen式で計算するに，別府海上の波が2-3米の高さになるのは安官;なること。
4) 海上進行中は 2-3米の波が岸壁に衝突すると10-30米の高さまでも昇騰したのは，
海岸近くの浅海に来fこ波が所謂移動性の波であって宇ば流れの性質を帯ひ.て居るからにと
解した。蓋し奔流ぞ障壁にて突然遮断すれば之に沿うて高く昇騰するのは嘗然7さからであ
る。
5) 浪害の種類は波の直撃による破壊と，昇騰した波が陸上に落ちて失ぎ弐ぎに堆積し
た水による間接損害である。間接損害にも浪水で"画に湖沼と化した矯めの箪純な浸水被
害と，其の水が弱所を求めて溢流しすこ矯めの洗掘決潰の被害とがあった。
終めに，今回の浪害は別府としては異に未曾有であったが，然し将来とても腕風が緩や
かに豊後水道を遁わ伊環灘に北東の暴風が吹き渡る様な場合には，同様の激浪が襲来する
ものと質悟すべきことぞ別府市民諸君に長けて欄筆する 3
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